
稲川支援学校進路だより 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 第１０号 

令和６年 １月３１日 

秋田県立稲川支援学校 

  進路指導部 発行 

小・中学部の進路に関する学習

 ３学期がスタートし、各学年のまとめの時期に入りました。この時期の学年の振り返りをすると

ともに、来年度、どんな力を身に付けたいのか、さらに将来に向けてどんな力が必要か、そのため

には何をしたらよいか考えるよい機会だと思います。 

 今回は、小・中学部で取り組んでいる、進路学習について紹介します。各ご家庭で子どもたちの

進路について考える際の参考にしていただければ幸いです。 

小学部の取組 
 小学部では、将来社会生活を送る上で必要とされる基礎的・基本的な力を身に付けられるよう、

個に応じた指導をしています。元気な挨拶をすること、着替えや食事、掃除等一人でできることを

増やすこと、きまりを守ること、友達と一緒に活動すること、物事に最後まで取り組むことなど、

学習活動全般を通じて指導しています。 

 

係活動、委員会 遊びの指導 

 学級の係活動や当番、委員会活動を通じて

「みんなのために働く」体験をしています。日々

の活動を通して、誰かの役に立つことの達成感

を得たり、認められる喜びを感じたりすることが、

将来の生きる力につながるように意識して指

導しています。 

 

中学部に向けた学習 
 ６年生は２学期末に中学部からスタートする作業

学習の見学、体験を行っています。体験の際には

「挨拶をする」「時間いっぱい頑張る」「丁寧に作

業する」等の目標をもって作業に取り組みます。中

学部の先輩と作業学習をすることで刺激をもらい、

中学部進学への意欲を高めています。 

 

 小学部の遊びの指導では、体の動き、人や物と

の関わり、興味・関心を広げ意欲的に活動すること

など様々な能力を育むことができます。「存分に

楽しく遊ぶ」経験が積み重なり、その後の学校生

活や社会生活につながるよう、様々な題材の遊

びを計画しています。 

裏面へ（中学部の取組） 



 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業学習 

  

高等部見学 

  

進路懇談会 

 

高等部進学に向けての学習 

中学部の取組 

今年度は「手工芸班」と「リサイクル班」の２班で

製品作りやリサイクル作業に取り組んでいます。働く

上で必要となる態度・知識・技能などの基礎を培っ

ていけるように日々取り組んでいます。繰り返し作業

に取り組んできたことで、目標達成に向かって取り

組む姿、休憩を上手に取り入れながらそれぞれのペ

ースで時間いっぱい作業を続ける姿、仕上がりを意

識し、丁寧に取り組む姿など、たくさんの成長する姿

がみられています。 

 

後期作業学習週間では、高等部の後期校内実習の様子を見学しました。

高等部の先輩の静かに集中して取り組む姿に「すごい」「私も○○の作業を

やってみたい」などと感想を話す生徒もいました。高等部生が真剣に実習に

向かう姿を間近で感じたり、高等部の実習のイメージをもてたりと、よい経験

となっています。 

 

前期・後期作業学習週間の中で、保護者の参観・進路懇談会を行っていま

す。今年度は、進路指導主事から高等部の現場実習の実際について教えて

いただいたり、ざっくばらんに進路についての疑問や悩みなどを話し合ったり

しながら情報を共有する場となりました。保護者の皆様からもたくさん質問し

ていただき、中学部のうちから進路の情報を得ることができるよい機会なりま

した。 

 

３年生は、高等部進学に向けて、高等部主事から高等

部についてのお話を聞く高等部説明会や授業見学・体

験などの学習を行っています。授業見学では、先輩たち

の作業学習の様子を緊張感をもちながら見ることがで

きました。中学部とはまた少し違った学習に興味津々と

見ることができ、高等部進学への期待感が高まりまし

た。 

 


